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expression.Thekeratinstainingwasalsousefultoinvestigatethekeratinizationdisorder

ina congenitalbuuousdisease. Aswellaskeratins-keratin-relatedsut･1StaneeSSuchas

kcratohyalinandtrichohyalinmaybeimportantforfurtherstudiesinkcratinbiology.
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は じ め に
は,ケ=J+ソ線維というと.それら角化した細胞の細胞

質内に充満する線維を指 している.近年,このケラチン

ケラチン (keratill)とは,従来,｢角質｣ないしl一角 線維を構成する蛋白が生化学的に抽出され しかも同様

化した上皮組織｣を意味 していた.また,微細構造的に の蛋白が角化性上皮に限らず,非角化性上皮細胞にも存

Reprintrequeststo:MasaakiITO,

l二kpartmentofDennatology,

NiigataUlli＼rersityScl100lofMedicitle,

1Asahimachi-dori.Niigata951,JAPAN.

別刷請求先: 〒951新潟市旭町通1番町

新潟大学医学部皮膚科学教室

伊 藤 雅 章



586 新潟医学会雑誌 第 106巻 第7号 平成4年7月

在し,やはi)細胞内線維を形成 していることが判明 し,

この広 く上皮に存在する蛋白をケラチンと呼んでいる.

ナニラチソと構似する線維として,筋細胞にはデスミン

(desmin上 間葉系細胞にはビメンチン (ヽrimentin),秤

経細胞にはニューロ7 (ラメント (neurofilament),

神経腰細胞にはグリア線維酸性蛋白(glialfibrillaryacidjc

protein)が存在 し,いずれもそれぞれの細胞の骨格線

維の1つを形成 している.これら線維は,径が約 10nm

で,他の骨格線維である微細線維 (microfilament)の

径 6nm と微小管 (microtubulc)の径 24nm の中間

であることから,中間径線維 (intermediatefilament)

と総称されている.最近,核内iこ存在 しているラミン

(1amin)も中間径線維LT)I-I/-)とされている112､

I. ケラチンの生化学的,免疫学的性状

中間径線維の蛋白は.分子農が約 40KD-7OKI)の

のそれは 105KD-150KI)である.いずれの中間径線

維のボりペプチ ドも共通 した構造の r()ddol¶aillを有

しているが,N末端とC末端の構造が異なり.その適い

により互いに生化学的.免疫学的差が生 L<る2l . こ の う

ち,とくにナラチンは,その構成するポリペ プ チ ドの種

頬が多く,他の線維に比べ,最も投雑な性状を示す分子

れ その分子を構成するポリペプチ ドは,等電点電気泳

動!-_SI)Sポりアケり′Lアミドで′レ電気泳動による二次

元電気泳動で19種に分類され 各上皮に特異的なポリベ

70-f-ドが存在 し_ている31.さらに.等電点の相異によi),

こftz･L_,のポりペプチドは酸性LT)タ(~ブⅠと塩基性の FJ1'

ブIlの2つの 'fノL一･･一7号こ分けられ その各タイプに属す

る1つずつの計2-･~つのポりべゾ+ ドが1本のケラチン線

維を形成すると考え!▲-)れている2､.その場 含, タイプⅢ

のボりペプチ ドは タ1-ブⅠのものより分子竜がほは8

KI)大きいという原則がある･い.こIltT.'t/7 卜F,-ラナン

に対 し, 亡.爪および舌 (糸状乳頭部)の上皮のFT-ラチ

-/は-一････一卜､ナラ+ンと呼ばれ ∴次元電気泳動5ト7､で

は8-･10のポりペプチ ドに分離される.こItも乍(ゾⅠ

とタイプⅢに分けzT-)れるが,後述L･f)ごとく,生化学的あ

るいは免疫学的に特異である.

以上より,ナラチパま上皮細胞に広 く分布し,類似 し

た生化学的性状を有する線維蛋白のブァミリ-であると

言える.さ吊こ免疫学的にも,一部共通 した抗原性を有

し,他の車間径線維と区別されるが,近年の単タロ-ソ

抗体作製の技術の進歩と普及をこより,稜々の抗ケラチソ

単クローソ抗体が作製され 各上皮のケラチンが免疫学

的に分額されるようになってきた.各 f二皮iこ対する免疫

組織化学的反応性から,ケラチンポりベ7㌧チドは大まか

に全上皮型,単層上皮型,重層上皮型および特殊型に分

けZ､-つれる1).

1I.皮甘上皮におけるケラチン発現

皮膚上皮組織として,表皮,脂腺,汗腺,爪および毛

組織がある.脂腺以下は,胎生期に表皮より発生 し,皮

膚付属器と総称されるが.それぞれ 特異な構造と機能

を有 している.これl､-)の分化 した各皮膚上皮におけるケ

･I7+ンも､生化学的,免疫学的にその性状が次第に解明

されつつある.

層,有線層,筒粒層.さLL,に角層と分化するに-1れ 次

第に変化することが知i:-)Ilていた8㌧ 近年の 二次元電気

泳動によ;).基底層はFT-ラチンポりペプチ ド CK5 と

CK14を,また,有棟層以上は CKlと CKIOを発

プチ ドを個別に認識する抗 ケラチン単 -'7｢-ーン抗体を用

いた免疫組織化学法により一基肢層と有棟層以上を染め

分けられる頚).これらより,表皮のケラチソ分化はつぎ

のよ･')に考えIT.)れる.すなわち.基底層で分裂 し,有棟

層に移行 した表皮細胞のナラチ日 工分子構造が変化して

分子農が増加 し,その抗原性も変化するとんちかる.角

化後は.抗JT-うチン抗体に対する細胞の抗原性が減弱な

いし消失することが多い.

汗腺は,分泌部.真皮内汗管,表皮内ないし毛包上皮

内汗管に/JyけLl'れる.こL')うち.分泌部の分泌細胞は.

他の汁腺細胞と輿なり,単層上皮型ケラチンを有し,他

臓器の単層上皮細胞とともi･こ,抗単層上皮型Frラチン/単

'}ローーン抗体で特異的に染色さIlる10､. こナ日工､エ･｢′

JJりン,アポ'/日ソのいずれの汗腺でも同様である.汁

管のナ:i+ンは,表皮や七包上皮tf)そオ‖こ近 く､主とし

て重層上皮型とLZAfT.)かるが,単層上夜型 CK19を認識

陽性となる.汗腺分泌部の筋上皮細胞は.汁管と煩似Lf)

ケラチソを発現するが,筋細胞の中間径線維であるデス

ミンを有 してはいない.単層._l二皮型'rこ).:i-ンは,皮膚組

租では,上述の汗腺分泌細胞の他には,表皮や E･包 卜皮

の基底層をこ分布するメルケル細胞に含有されるのみであ

る桝.メルケル細胞は,胞体内に神経分泌願粒を持ち,

末嫡神経終末に接 し,触覚を司る細胞であるが,デスを

ゾ-ムで周囲の基底細胞と接合 し,神経由来と表皮由来

の2つの説がある.ただし,中間径線維としてほ,ケラ

チソを持つが,ニュ-ロフィラメントは有 していない且1)
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(表 l).

毛ケラチンは,毛髪由来のゲラチソを意味しサ上述の

ごとく,ハ-ドケラチンの1つである.毛や爪では,聯 tぬe

ieyste呈ne含量が多く,毛ケラチソと爪ケラチソは,ア

ルキル化後,抽出される12).それらのポリペプチ ドの

電気泳動パタ-ソは,互いに13),また,憂慮ケラチソ

のそれとも異なっている14). しかしながら,免疫学的

には,毛ナニラチンと他のJTこ/)チンが交叉反応を示すとい

う報告15)と示さないとする報告糊 があったが,これら

は,いずれもず多タロ-ソ抗体をこよるものであった.我々

は,この毛ケラチソの免疫学的性状を明らかにするため

に,抗 rELケ二)+ン単 '71二--ン抗体を作製 した.方法の詳

しい記載は,既に報告した16)-1β).簡単に紹介すると,

ヒト毛髪を尿素.LLメJLカー･fトエウノ一一′Lによ;ト可溶化

し,ヨ- ド酢酸でアルキル化後,酢酸緩衝液で透析 し,

沈澱として毛ゲラチソ線維蛋白を得た.これを抗原とし,

マウス-イプリド-マ法により,単クローソ抗体を作製

した.特異抗体を産生するハイブリド-マクロ-ソの選

別と塵生される抗体のサブクラスの孜定をこは EuSA

法を用いた.有用な単タロ-ソ抗体5種を W -2,鍾,

5,6および7と名付けた16)-18).毛ケラチソの二次元

電気泳動後のイムノプロット法で,HKN-2,6と7は

タイプ王とタイプⅡの両グループのポリペプチド群と庶
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応するが,I-iKN14と5はタ仁ブ[と反応 し, ヤ1'イⅠ

上は反応しない]9､.--･万,表皮ケラチンiこ対しては,tn(N-､一･

5,6および7は全く反応しないが,HKN･-2は 勺でゾ

Ⅰの CK10(56.SKI))と CKll(56Kl二))と反応し.

また,HKN-4は タ[プロの CKl(68KI))と反応す

る し未発表).正常ヒト組織の免疫組織化学法で,HKN

-5,6,7は毛組織に特異的で 川くNl絹,7はと卜成長

新宅観織の内宅観鞠以内の細胞層とのみ反応 し,HKN-

サブクラス 分丁構過 一リJfljド散 分T-且

(分hL) (KD)

Typf､I 1-1･2-4 41.5--一13

tat-1dick.)

細

胞

骨

格

線

鮭

鞍,｣､育

三4rLm4'

中間後線維

10nm少

食細繰#_

GIllq¢

ケラチン

LIl.皮相

デ 'Lミン

(間薬親細胞)

ニュー-Ll-)イ'51ント

し押棒細胞)

hardk.⊥Typtlll---2-4 58.ミト59

(bilSick.)

Typを 王-H

LilL-1dicL.)

Typell---

(h.Islek.)

i,1‡19

40-64

52,5-･68

_L . __

(蒜 ン)t =

;一一 1 53

TJ･Pem--十 1 54
L-1 55

Typ(ユーV一一一- 3 60-15O

Typt､V 60-75

図 五 中間径線維のサブクラスと分子構造

GFAP:glia_1BbrillaryaCidieprotein
k:keratin

図 2 抗毛ケラチン甲'/u-ン抗休 Ⅰ･･TKN-5による

正常ヒト:t親戚角化帯の蛮光免疫染色

C:毛小皮.C:毛皮質.i:内毛根鞘.o:汁
毛根鞘,矢印:外毛根鞘巌内層細抱層
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5.は,これに加えて,外毛根鞘最内層細胞と反応する

(図 2).その他の外毛根鞘細胞は,HKN-5,6. 7(･T)

いずれも陰性である.HKN-h2は,表皮基底細胞と汗腺

分泌細胞を除 く,種々の皮膚上皮に反応するが.他臓器

の上皮細胞には反応 しない.HKN-4は,ほほすべてCT)

皮膚上皮と他臓器の上皮にも反応する.ただし,~仁丹細

種々の抗ケ:jチン単'/t二-ーン抗体の正常ヒト組織にお

ける反応性を表 1にまと碕た.

ItI. 外毛根鞘最内層細胞層の細胞分化とケラチ
ンの意義

卜述の抗 亡F,-うナン単ケ｢--ン抗休LT)反応性の差より,
ヒト成長期 亡組織了)外 亡限翰最内層細胞層が.細胞分化

上,他LT)細胞層かL､昭二別される特異な l層であること_が

示唆される.実際iこ,ヒト成長舶 亡也を形態学的に観察

する20-と,外tL限鮒戯内層細胞はすでに 仁球部より扇

iFな 1層の細胞層を汗毎にし,そLT)外層L/I)不軽皮細胞形態

を示す外毛駁鞘細胞と明らかをこ区別される.下部毛包の

外 仁限開展内層細胞の-ンL層側L')細胞質に. ['1･軸を取

り巻 くようをこ構達するゲラチソ線維が簸寮する.この細

胞は, 亡峡部;こ至り.僅か左ナ∴7トヒr:,'1,-ン腎粒を産牛

し,他の外 ti･恨鞘細胞に先人し丁て角化し.独自L7,)'JJlHl.二を

示す.マウス,ラット,モルモットなどの動物の成農期

闇-1蛾を観察 しても,ヒト(Tl場合と同様に.外仁根鞘最

内層細胞層が存在することが確認されている21､2']=.こ

も独特侶 tJ,現′ミIl･-ンや分布を示す二王は,本線維が細

胞骨格線維として,細胞の機能に応じた細胞形態の維持

に蚤費な役割を演 じることを推測させる.

IV.ケラチン生物学の皮膚科学への応用
鴇) 毛観織各層のケラチソ発現

抗毛ケラチソ単タロ-ソ抗体による毛巌織各層のケラ

チソ分化の検討は上述のごとiであるが,最近の種々の

ソープ卜'r::,チンに対する単 ウロ-ン抗体による免疫組織

化学法により.そtf)所見は複雑化している.単 りしトーン

抗体 K.q19.2は毛皮質に反吐こし,こ,11は毛L,,-うチンの

微量成分である H̀llが CK19と免疫学的に交叉する

ためとされ,また,毛髄と毛小皮は,毛ケラチyととも

に.C.K7.CKILl.および Clく19を発現するときIlて

いる即.最近,タイプ王毛ケラチンの Haiと Ha嶺の

LIT)ボりべ-/--f-トの~~,'ミノ椴配列し')T整::は nolllleriL-;llC-

terminalにあi).さL4--に,この L1,.1(･･')特異部分を認

識する単 ウr7-ン抗体はTi皮質に反応する机 に小皮に

は反応せず,両者をこ反応する統タイプ王毛ゲラチソ単夕

(.-一月封本土対比さJTLる23㌦†:いう.

内 E･限軌は Cfく6と Clく16 を発現 している(ミ∴【:い

と内毛敵将のみを認識し,内毛観鞠は毛ケラチソも発現

していると言える.-方,外毛観鞠のケラチy発現はよ

り複雑であるォ上述のごとく,外毛髄鞘最内層細胞圏は

が, t三-球 し二留行うしべ′Lで CKILlおよこJklCKStClく18

を発現するという報告6)があるやただし,CK8と CK

表 1 抗中間径線維抗体にL-しろ正常ヒトFjiF宵 上皮組織し')免疫組織化学

抗 抗十やナン MoAb 抹 VM 杭 NF体 抗七ケラナシ MoAb A53-

皮骨上皮組織 tくKSE仰‡Hm -2iHKN-4HKN-5HKN-6RG一二53†(1く7†13八2†-Moaゎ -I)Ô tl

莱 表皮角化細胞 +* 十* 十 -

皮 メルケル細胞 - + 十 十 -

毛 角化常 :毛幹 .lRS - + 十 十 十 -

組 外毛根鞘泉内層細胞 - 十 十 + -

級 その他の外毛観翰紳胞 - +* + -

脂腺 :腺車細胞 + 十 十 - -

汁 導管 + 十 十 + -腺 筋上皮細胞 + 十 + -

MoAb:単I7日-ン抗体 poAb:阜ヤー~】-ン抗体 TRS:内 に根幹 ＼･1p･t:ビメン十ン

NF:ニュ…ロフィラメソト †抗単層上皮型ケラチyMoAb ‡抗重層上皮型ケラチンMoAb
lr:免疫組織反応陽性 - :免疫組織反応陰性 *基底細胞を除き陽性
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18は毛組織をこぼ全くみられないという報告24)もある.

外毛根鞘最内層細胞層を除く外 ヒ限鞘iこついて,従来.

二次元′電気泳動によりCKl,Clく10,CK5とeKILl

の存在が示されていた3)が,外毛限鞘の細胞分化は複

雑でレベルをこよりかなりの相異があるとみられる.

(2) 皮膚上皮性感癌のケラチソ発現

各種の抗ケラチン単タロ-ソ抗体を用いて,種々の皮

膚上皮性腫鳩を免疫組織化学法で検索し,興味ある結果

を得ている.老人性疫繁やポ-エソ病の麟 細胞はき働 紅

2,凄陽性であり, また,亜層上皮塾ケラチン CKiO

を認識するがt組織には反応しない lくⅠくSI_.:6Oにも陽

性を示すが,HKN-5,6,7には陰性である.これら

は褒皮製ケラチンを発現 していると言える.ところが,

細胞が陽性を示し,fjRN-2陰性の正常表皮基底細胞と

はかなり異なるゲラチソを発現する.さらをこ,部分的あ
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るいは全体的に HKN-5陽性所見がふL''れ (図 31.ま

た.HKN-6.7は陰性である.基底細胞上皮腫のケラ

チンの染色パタ-ソは,正常毛鼠織の外毛板碑をこ類似し,

t包型と言える.ただし,有棟細胞癌や外毛限斡瞳でも

同様C')染色所見が得られる. :-方,I-tも班垂(石灰化上皮
腫)は,HIくN--･2,4,5.6, 7(JT)すべての抗体に対

して同様の陽性所見を示し,正常 仁組織の毛皮質に煩机

したケラチンを有し,まきをこ毛皮質をこ骨化する厳癌とみ

られる25).また,稀をこぼ豪皮内上皮魔でも,毛尊厳と

は敦色魔麓が異なるが,褒皮内の厳鼻緒胞がすべての抗

毛ケラチン単タロ-ソ抗体をこ陽性を示すことがあり,こ

かを intraepidermalpilこIreロit.heliomaと名付けた26､

(憲 2).

皮膚粘液癌,ページェット病やメルケル細胞癌の腺癌

細胞は.IIKN-:1陽性であるが,HKN--2,5,6. 7

では陰後である.これらの腰痛のケラチソは,単層上皮

図 3 抗毛JTラチン甲'Jt3-ン抗体 fiIくNn･･･-5による
基底細胞上皮腫の蔑光免疫染色

各腫癌細胞巣の中央部に陽性所見をみる,
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表 2 抗中間径線維抗体による皮膚_L乾性障覇Lr)免疫組織化学

玩 抗ケラチン抗体

体皮膚上皮性腫噛 蹴 櫛 書院 二芸 憲 二 憲 法 _6RGE盟や犠 打 芸 濃 ovA"b _Kpo"AFb

脂漏性角化症 十* +* 十

表 ボ-∴ン病 + 十 + - -

庶 有錬細胞癌 + i キ 十 ヰ 蚤 - -

･ 基底細胞上皮腫 -☆ + ヰ + 昏 - -

義 PFT NE 十 十 十 § -

姐 外毛根鞘性癖感 十 昏 十 十 十 i -

檎 毛包癒 :未分化部 十 + +

系 七母藤 + S +* +* +* +*
lPf二 N E +* 十 +* 十*
エクリン汗孔腫 (癌) + 蚤 キ昏 + -☆ - -☆ -

エ ク リ y 汗 腎 癌 キ 昏 +最 幸 +昏 -
汁 澄 明 細 胞 汗 腺 腫 + 昏 +し昏) 十 十号 - 十昏 +昏 +昏 - -

腺 いわゆ る皮膚温食感賭 + § +昏 十 十昏 - 十S +昏 +昏 十昏
系 乳頭状エ クリン + S 十昏 + +i 十号 +昏 - -

エクリン分泌部痛 +昏 十 十昏 +i 十昏 -

皮盾粘液稀 - + + 十

乳庚外 Paget病 十 十 + +

ll)E,:intr.,lePi(lermalpilarepitheli()111a Prr:prmllこllignantfibroel)itlleliこILtumor

†抗単層 1二度型▲r;iキン九･loAh Ⅰ抗重層上皮型ケニラ+ンMoAb
+ :免疫組織反応陽性 ･-I-･-:免疫組織反応陰性
1Tj･ごく 一部に陽性となることあり NtlI'.末棟索

型であり,それぞれ 正常CT)汗腺分泌細胞とメ′Lp'T-JL細

胞のJT-ラナンに析似している27､~29､.ただし, メ′Lケ.JLr

細胞癌ではJT一ニラヰン!二L-L_もにニ:1---ローJfラメントを発

現するもLT)もある.また,漕明細胞汗腺腫 こ与O-やいわゆ

る皮膚混合腫壕30､31-.でl)管陛構造部にぎ糾酉 卜夜型ナウ

表 2に各種LT)皮膚..上二皮他種暮L')ナう+ン染色の結果

をまとめるごとく,こかt■っn腫癌は.FT'ラナン発現土

壌つかのグループに分けられる.その分類は従来の病理

組織診断にかなり-.-.一致するものの,多少異なる部分もあ

り,また,本染色により初めて確認される知見もある.

各種抗ケラチン単 ')ローン抗体による免疫組織化学は,

皮膚上皮性腰痛の分化を検索する土で,極めて有周であ

ると考えられる30)32)-34)

(3) 表皮分化異常iここT3ける十二)+ン発現

HIくN-.Llが表皮全層に.HKN一･-2が有棟層H Lに反応

し.lit-た,基底細胞上皮腫由来(J')-17-:17チンに対して作製

された抗ケラチン単 ウr一一ン抗体 BKN-1が表皮では

基底細胞のみをこ反応する35)ことから,これらの観み合

わせによL)､表皮LT)ケラ+ン分化の異常が検討できる.

たとえば.表皮基底細胞の細胞融解により水癌を生 LLる

先天性表皮水癌症の I{oebner･型t･')l例では.微細構造

的をこ表皮基底細胞のケラチン線鰹の減少を認め,また,

ケラヰン染色では,BKN-1が有練層下層に陽性,さら

に HKNllが有棟層以上に陽性とな･--､た361.このこと

から‡本症では,表皮細胞のケラチソ線維形成に遅れが

あり,その基底細胞が骨格線維としてのゲラチソ線維の

十分量を含有していないた抑 こ,わずかた外力で細胞破

壊を惹起 してしまうとみられる36).奉疫の表皮細胞培

養でもケラチンの異常が示されている37､.
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(4) その他

表皮由来の培養細胞の研究や皮膚アミロイ ド - シスの

研究にも,抗ナラ+ン抗体が応用される.また.抗~EI,-

ラチン単クローン抗体は,やや反応べ乍---/がヒト(')場

合と異なるものの,マウスの毛組織にも反応すること誠)

からサ動物を周いた毛周期や毛発生の研究をこも有周であ

る39-,

V.ケラチン生物学の今後

表皮紫綬層をこみられるケラトt=アリソ聴粒は,表皮細

胞の細胞質内LpT)遊離 りボゾームで作られる高電子密度の

物質で,光顕的には好塩基性に艶色される.この物質は

細胞質に浮遊するが,すぐにナラ十ン線維に付着し融合

する110l.生化学的に､この物fi'にはゾロー/(ラブI)ン

と呼ばわる黄白が含まれ 表皮細胞の角化に際して.こ

れが脱燐酸化を受けてJT)千畳 8.6KI)･-49Kl)のIJ(

ラゲりン (filtlggrin)になる什 げ .この7(ニラグりン

はケラチン線維を凝集させる作用 41)42)があり,これに

より角化細胞の細胞質のケラチン線維が密な走行を示し,

いわゆるケラチンパタ-ソを形成するとみられる, -方,

内毛駁鞠の トリコヒアリソ額粒もゲラトヒアリソ額粒と

同様に線維間物質としての機能を有するとみられるが,

光新約をこぼエオジンに好染する. トリコヒアリソ物質は,

分子量22万で,1ysine.glutamineと Eu-ginineに富lL,

LVdnine部分が酵素によるp(芯ttranSlati()natmodification

を受け.citrulline-richproteinとなり.さらにトラン

スゲJLタミ十一七の作用によt.)lysine と glutamine

が結合し,この骨子が麓含する43)と考えられている.

これらのケラトヒアリン物質や トリコヒアリソ物質は

一種のケラチソ線維関連物質であり,ゲラチソ線維の機

能をこ霊薬な役割を演じているとみられる.免疫学的にも,

従来このような帝粒を産生しないとされていた毛皮質に

も,電銀的には小さな輝粒が同様に産生され 毛皮質 卜

り:)ヒIr'りン鞭粒と名付けi-っれている･11い.この額粒の

生化学的性状はまったく不明である.-方,前述の毛ケ

:i+ンの抽EIJ.時に得iT〕れる highsulphur分画も線維

閣物質の-種とみられ7),二次元電気泳動では,酸性と

塩基性の2つのグル-プに分けられm,たとえば,ある

捻転毛の症例では酸性分画に泳動異常を認めている嶺5).

これらの物質と毛皮質 トリコヒアリソ嘱粒との関連が興

味ある問題であるが,今後,これらの線維閑適物質をこ関

する研究がケラチン生物学の重要なテ…マとなろう,
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ま と め

ン単クローン抗体の作製と各種の抗ケラチン抗体の応用

に--lいて紹介した.正常毛組織での外毛根鞘最内層細胞

層の発見や皮膚上皮性感癌の分化の検討,また.先天性

表皮水病症の病因の解明など,ケラチン生物学の皮膚科

領域への応用は,すでに多くの成果をもたr)している.

今後の種々の研究iこ貢献するものと思われる.

ここiこ解介した抗毛ナラ+ン単 'JHI-ソ抗休やt

ケラチソ二次充電窺敵動の研究は,当教室の田沢敏

男.伊藤 鳶.風間 隆,清水直也,勝海 燕,高

橋美千代.藤原 浩,諸君との共同研究によるもの

である.春稿は.箭L13O回新潟医学会における特別

講演の要旨をまと_めたものである.ここに,当日の

集会幹事LT)万々に,また.座長の労をお取りいただ

いた本学の解剖学第三教室教授,藤田恒夫先生に深

謝いたします.
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